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る（川地 東井義雄と 村を育てる学力 、田中前掲 時代を拓いた教師たち 所収、
頁）。東井の授業論については、豊田ひさき 東井義雄の授業づくり─生活綴方的教育方法
と （風媒社、 ）がくわしく、本稿で紹介する 授業の探究 についても 第二章
ほんものの学力を求めて を中心に論じられている。東井の教育を過去のものとはせず、豊












会に対する 愛 を据えつけておきたいと思うのだ。 村を捨てる学力 ではなく 村を育
てる学力 が育てたいのだ （ 村を育てる学力 頁）と語っている。村を育てるために
は、地域社会を担う子どもたちが学力をつける必要がある。だが、 村を捨てる学力 では
なく、子どもたちが 村 を大切に思い、 村を育てる ようになるためには、学力を養う
とともに郷土や国土に対する 愛 をも育む必要がある。将来、子どもたちが地域社会や国
家を担う存在になるためにも 村を育てる学力 が望まれたのである。ただ、注意したいの
は、東井の 村を育てる学力 とは必ずしも子どもたちを 村 に残るように仕向けるもの
ではないことである。進学や就職のために郷土を離れることがあってもかまわない。 国土
や社会に対する愛 が育まれているならば、 村におれば村で、町におれば町で、その生ま






念を伝え、実践していくための 場 としても、 生が丘 という冊子は重要であった。







実践してゆくためにも、繰り返し 教科の論理と生活の論理 について考察している。 村
を育てる学力 のなかでも 村の子どもたちにも、都市の子どもと高低なしに、普遍妥当な
価値を消化させてやりたい という教師としての願いがある一方で、 普遍妥当な価値 を
定着させ、子どもたちの 学力 となるためには 生活の論理 と向き合う必要があること
を強調する（ 村を育てる学力 頁）。 しかしながら、その普遍妥当な価値の体系は、子
どもたちの 生活 のなかに、消化されて、はじめて 学力 となるのである。 価値 は
そのままでは 学力 ではない。それが、 学力 となるためには、一度、どうしても、子
どもたちの 生活 を通さなければならない。ところが 生活 には、明らかに地域性があ
る。村の子には村の子の 生活 があり 生活の論理 がある （同 頁）というように。
ここで紹介する 授業の探究 （明治図書、 ）は 村を育てる学力 の発表から 年
後の昭和 年に刊行された。 教科の論理 と 生活の論理 の問題に具体的な授業のなか
でどのように取り組み、架橋してゆくかが問われている。東井は、まず 授業の回復 と題
して、 授業 とは何か と問いかける。 古い 授業 は、教師の、子どもや子どもたち
に対する一方的な働きかけであった （ 授業の探究 頁）と指摘する。 教師の主体 は
見られるが、そこには 子どもの主体は組織されていない （ 授業の探究 頁）。逆に、
新教育 のおかした誤謬 として、東井は 経験学習 や 生活単元学習 が重視され
たにもかかわらず、 学力低下 が問題にされるような結果が生まれた ことに注目する
（ 授業の探究 頁）。このような取り組みが とても大じな着眼 であるのにうまく
いかなかった理由を 私は、 学習 らしいことはあったが 授業 がなかったからだと言
いたい （ 授業の探究 頁）と述べている。
では、東井は 授業 をどのようにとらえていたのであろうか。前述した 教科の論理





ない方がある （ 授業の探究 頁）。 その子どもの 個性 もあろうし、その子どもが
育って来たまわりの諸条件（地域・伝統・経済・文化・人的条件など）であろうが、とにか
く、その子どもをして、それをそう感じさせ、思わせ、考えさせ、行動させるものがあると
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思うのである （同上）と述べ、東井はそのような論理を 生活の論理 と呼んでいる。東

















充分には育つものではない （ 授業の探究 頁）と東井は考えていた。だが、東井はこの
ような考え方を改め、地域の学校には 都市の学校 とは異なる魅力があり、 山が恵まれ
ている 、 山の木が恵まれている 、 田が恵まれている 、 農業という仕事が恵まれてい





ていくだけの 主体 ができていないということではないか （ 授業の探究 頁）と語
り、 主体性の欠除 に 社会科の力 が育たない原因を求めたのである。 主体の確立 が
ない状況では、いくら恵まれた経験をしても 子どもの力 にはならない。 かんじんなこ
とは、つぎこむことではなくて、子どもの 主体 を確立することであったのだ （同
頁）。身のまわりに恵まれている物事に気づかない状況、すなわち 主体性の欠除 を改善
するために、東井は 主体性を育てる教育 を模索するようになる。同名の著書 主体性を




最後に板書をめぐるエピソードを紹介して筆を擱きたい。 授業の探究 でも 授業の技













返し、 授業とは何か 、 学力とは何か を問い続けた東井義雄の魅力が伝わってくる文献
である。
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